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美濃はつらつ通信 

          

                                                                     

    高齢者の交流図る 
  いきいきクラブ友愛ボランティア 

 高齢者が集まって歌やおしゃべりを楽

しもうと、１１月１１日公民館集会室で交

流会が開かれました。企画したのは「いき

いきクラブ」の友愛訪問員たち。山口原始

さんのギター演奏で童謡を歌ったり、５年

前の運動会のビデオなどを楽しみました。 

  

                             
                             
                             
                             
                            
                            

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   手づくり作品を一堂に集めた「美濃の里はつらつ展」 

が１１月３日集会室で開催され、バラエティーに富ん

だ作品が披露されました。写真や手芸品、書、木工作品、

こけ玉、小中学生の絵画などに加え、自治会長や各会の

代表らが書いた「今年の漢字一文字」が展示。訪れた人

たちは一つ  たちは一つ一つの作品を丁寧に見入っ 

ていました。 

                   

 

    の 

   

 

 みんなで楽しむ「ふれあい祭り」 
   ３百人が多彩な催し満喫 

 朝降った雨も上がり、「美濃の里ふれあい祭り」が 

１１月１８日、盛大に行われました。 

中西中吹奏楽部の演奏で幕開け、島田正樹実行委員 

長の司会進行で、南京玉すだれ、南米音楽を演奏する 

「いさむふれんず」と続き、宇田さくら会「銭太鼓」 

ジャスミンの会による「二人羽織」が行なわれ 

ました。また歌自慢には飛び入り参加もあり９ 

人が歌声を披露。伝統の美濃地田植え囃子が華 

を添えました。 

 

会場を沸かせた８人による２人羽織 
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 力作が並ぶ会場 

手作り作品が並ぶ会場。右は田中智さんの段ボールアート作品 

世帯数１５２世帯  

人 口 ３４３人   

男 １５６人    

  女 １８６人    

高齢化率 ４９.６％  
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冬苺（11 月～1 月にかけかけ実
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園ＯＢによる南京玉すだれ 

くにびき学 

「いさむふれんず」の演奏 

 

祭りのフィナーレは 

人気の餅まき 
 

宇田さくら会の銭太鼓 

重さ当てクイズの発表 
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 更生保護女性会の活動２０年 
    河野 益子さんに感謝状 
 あやまちをした人びとの更生を助けるとともに、 

地域社会の犯罪防止のボランティア活動続けてい 

る美濃地区更生保護女性会々員の河野益子さんに 

このたび２０年間の活動に対し、松江保護観察所 

              長から感謝状が送ら 

                 れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の診療予定日 

火曜日  木曜日 

  ４日  

 神崎内科 

  ６日 

村野医院 

      

 

 １３日 

澄川クリニック 

 １８日 

 神崎内科 

 ２０日  

中島クリニック 

  

  

 ２７日 

  林医院 

      １２月の主な行事 

 ９日（日） 美濃ふれあいサロン 

       「ソバ祭り」１１：００～ 

       会場 美濃公民館集会室 

１１日（火） ふれあい給食会 

        １０：００～ 

１６日（日） 公民館運営委員会 

        １５：００～ 

１８日（火） 地区人権・同和教育研修会 

        １３：３０～ 

２３日（日） すくすく子育て事業 

       「ピザ＆竹トンボ作り」 

         ９：００～１６：００ 

２７日（木） しめ飾りつくり 

        １０：００～ 

       多世代グランドゴルフ大会 

        １３：３０～ 

        

         

     江戸後期、新仏の霊を慰めた「三界萬霊」（さんがいばんれい）   

       ―有田下清水地区― 

 清水から有田に抜ける市道の脇（西迫操さん宅の上）に、 

大きな地蔵菩薩像が置かれています。 

 この石造物についての伝承は不詳ですが、台座には天保２ 

年（１８３１）卯月（４月）、中央に“三界萬霊”と刻まれ 

ています。 

この三界萬霊というのは、一般的には寺や墓地の入口など 

に置かれることが多いようですが、美濃地区内ではほかに確 

認されず、江戸時代の人々の暮らしぶりを物語るものとして、 

貴重な文化財といえます。仏教で三界とは、私たちが生まれ 

て死ぬことを繰り返す現世で、無色界、色界、欲界の三つの 

世界を表し、地蔵はこの世のあらゆる生命あるものの霊を宿 

らせ、その霊を供養するためにつくられました。 

 清水の三界萬霊は江戸後期に若連中（３５歳までの青年の 

こと）が盆の行事として、その年に亡くなった新仏の霊を慰 

める「夜念仏」（よねんぶつ）を行っていたことが、台座に記 

されています。また世話人として“喜左エ門”の名前も刻ま 

れています。 

 以前は、お参りする人もあったようですが、今ではひっそ 

りと山野を望み、江戸時代の風習を今に伝えています。 

診療時間  １３：３０～ 

ぶらり 

美濃さんぽ 

地蔵菩薩像は右手に錫杖（しゃくじょう・ 

現在は失われている）、左手に如意宝珠を持 

つ。地蔵本体の高さは６３㌢で、 

２段の台座合わせ１３１㌢あり、 

貴重な石造物 

。 

 

 

 

 

  
 可憐に咲く“冬桜” 
見ごろは晩秋から 

  冬までの１か月間 

河内上の森脇博文さん宅

にある“冬桜”が、冷たい空

気の中で小さな花を咲かせ

ています。 

この冬桜は、１年に２度

咲く珍しい品種で、晩秋か

ら冬にかけて咲き、残った 

つぼみが春にも咲かせま

す。春の桜のように、華や

かさはないものの、紅葉す

る木々の中で、淡い色の花

を凛と咲かせている姿は

趣を感じさせます。 

 

      お礼 

 美濃地区社会福祉協議

会に対しまして、ご寄附を

いただきました。 

 厚くお礼申し上げます。 

 
中の口   

西坂 雄二 様 

   

上城九郎   

熊谷 健二 様 


